







































また�六斎念仏は�鉦と太鼓で調子を取りながら静かに詞書きを述べる念仏六斎と�太鼓と鉦をリズムよく打ち鳴らし�獅子舞等の芸能も付加する芸能六斎に分かれて伝承されているが�念仏六斎を伝えるのは三�所のみで�他所は芸能六斎である�五来重によれば� 念仏の初見は� 高野山にある延徳二年 �一四九一� 九月の �六齋念仏供養�の文がある石碑で�当時高野山を占拠していた時衆の徒によるものであるとしている
�また�天明二年�一七八二�
に成立した�空也上人絵詞伝�では�化現 た松尾明神が�太鼓と鉦を空也に与え�念仏をすすめ そこで空也は毎月斎日毎に太鼓を叩き 念仏を唱えてそれを衆生に伝え�それが六斎念仏とな�たという説も存在する
�鎌倉
後期に活躍した時衆の祖一遍は�踊り念仏の先蹤を空也に求めたが�中世後期以後におけ 時衆の興隆により�鉦を叩き�踊りの要素を取り込んだ念 が 京洛でも広が�たと考えら るのである�
　
さて�本論は�実際に六斎念仏講に伝来する史料と�六斎念仏講を支配下に置いた京都市中京区の空也堂極楽院











京都近郊の農村に組織され�近世では�京都市左京区田中 干菜山東福寺�以下干菜寺と略�と空也堂という二つの寺院が統括していたこと�近世中期�多くの六斎念仏講が�念仏主体から�獅子舞・浄瑠璃・長唄などの要素を盛り込んだ芸能六斎へ変容したこと�当初多くの六斎念仏講を支配下に置いていた干菜寺は�念仏六斎の形態 維持にこだわ�たため次第に衰退 �芸能六斎への変容にこだわらなか�た空也堂のもとに多くの講中が集まるようにな�た と�六斎講中は�棚経あるいは物詣でとして�積極的に京都市中に出向し�また盂蘭盆会の行事として六斎念仏を行�た としている ま �山路興造は 近世後期 おける六斎念仏の芸能化について を中心に�京都近郊の六斎念仏が京都市中をまわる あ り�様々な芸能を摂取してい�たこと�六斎念仏の担い手が村の若者組によ�て行われていたこと�六斎念仏を保持する村々は近接しており�近隣同士で芸能を競合しあ たため�より華美 �また躍動的にな たこと�指摘してい
�また�植木行宣は�文政三年�一八二〇�の干菜寺の�制





寛政七年�一七九五�七月八日に 初めて六斎講に対 遊 付加を禁止する触が出されたが
�本多は�以降六斎
講に対してのみならず�六斎念仏を受容した京都市中の町人 対しても�芸能六斎 禁制が同時 出 ていることから�近世後期には 京都の市中及び近郊農村をも含んだ大きな民俗行事とな�ており 近世の都市 近郊村落の文化的な結合関係を示している している
�また�近世前期の六斎念仏が�自らの村に近い社寺での物詣が主






































の焼香式では�上鳥羽橋上講と上里講�さらにその前の光格天皇崩御の際の焼香式の絵巻には郡の六斎講が参列していることから�幕末の段階 空也堂 配下にこの四カ所の他の講は入 ていなか�たのか�あるいは�既に多くの講が配下にあ�たもの �上鳥羽橋上・吉祥院・上里・郡 講が選出され 供奉し か�そうであるならばなぜこ 四つの講が選ばれた が問題とな てくる 実 �明治三十年�一八九七 年二月の英照皇太后崩御焼香の際には�上鳥羽橋上 吉祥院 郡を筆頭に 閻魔堂�桂 川島�中島 石島の講員が百名も参列し よ�て�閻魔堂以下の六斎講は�幕末以降空也堂配下にな たものとも考えら るからである
　
空也堂は�幕末に入り�それまで身分保障の由緒書を下付する ともに�空也堂へ登る時には菊紋使用 許可し

































































































































































































































植木行宣�京都の六斎念仏� �前掲註 京都 六斎念仏�
�











































































変体仮名 平仮名に直した 禎�助詞の 江�
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郡名 村名等 明治17年 明治18年 明治19年 明治20年 明治21年 明治22年 明治23年 明治24年 明治25年 明治26年
1 愛宕郡 上嵯峨村 20 8 8 12
2 白川村 12 8
3 下鴨上組 14 11
4 下鴨東講 15
5 中村 30
6 閻魔堂前 12 10
7 浄土寺村 15 13
8 深泥池町 10 15








17 葛野郡 桂地蔵前 12 17 27 12 13
18 下桂上ノ町 18 6 8
19 壬生村 12 12 12 10 10 ？ ？ 大１ ？
20 川島村 18 18 12 13
21 牛ケ瀬村 10 10 10 13 ？





27 生田村 12 12 11
28 中堂寺村 12 10 13 ？
29 西院村 8 8 8 8 7
30 太秦村 5 8 10
31 京極村川勝寺
32 嵯峨野村観空寺
33 紀伊郡 東九条村 20 ？ 15 ？
34 東九条辻子町 5 ？
35 西九条村 23
36 上鳥羽橋上 16 8 12 11 15
37 上鳥羽橋浦 15
38 上鳥羽村地蔵前 12 9 8
39 石島村石原 19
40 石島村上ノ町 15
41 石島村下ノ町 16 　
42 中嶋村 15 10 15
43 吉祥院村東条 17 10 ?
44 吉祥院村西条 17 15 10 ?
45 吉祥院村北条 18 14 10 ？
46 吉祥院村南条 16 13 10 13 大１ ？








55 伏見奈良屋村 8 7
56 乙訓郡 久世村 14 15 15
57 上久世村 18 30 20 10 ？ 大１
58 上久世北条村中久世 10 11
59 大藪村 15 15 15 8 9 ？ 大１
60 久世郡 佐山講 10 ？
61 宇治町巽組 27 ？ 大１










掲載講数 45 29 7 3 23 26 7 5 5 2
表『六斎念仏収納録』（空也堂蔵）に掲載された六斎念仏講（？は人数が不明の場合）
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